



































と北は京都府 と、南は奈良県 と接 している。地形的には標高300m内外の峰が南北に連なる状
態になってお り、穂谷里山の西側と東側及び北側に断層の存在が推定される)。この穂谷里山
には80戸の集落が標高140m～180mにある。崩落崖もあるため、一戸一戸は しっか りと石を く
んだ平面地盤の上にある。それら集落の南北に棚田と畑が広がっている。
　環境省は 「モニタ リング1000」と称 して、この先100年にわた り日本各地の1000か所で環境
調査をする計画を作った。生物の多様性に関 して、150か所で生息生物の調査を行おうとして




日本自然保護協会と社団法人 ・大阪自然環境保護協会、地域行政(大 阪府 ・枚方市)、地域住
民(ボ ランティアグループ ・自然観察グループ)と筆者のゼ ミナール(関 西外大環境科学実習
センター)が協力 して、里山の森づ くりを行いながら、生きものや環境の調査を している。
2　里山の生 きもの
　 コナラ ・アベ マキ群落、竹林、ネザサ、 ムクノキ ・エ ノキ群落、 シイ ・カシ群落、 タチ ヤナ
ギ群落、そ して植林 された スギ ・ヒノキ群落があ る。他には、 アカマツ、 ホウ、 アケビ等のつ
る科植物 も見 られ る。 また、草本植生、特にエ ビネ ラン ・シュンラン ・イチ ヤクソウ ・ユ リ ・
ホタル ブク ロ ・アザ ミ ・キキ ョウ等、季節に応 じて花を楽 しむ ことがで きる。 さらに、里山の
鳥 も観察す ることがで きる。
　枚方い きもの調査会野鳥部会 メ ンバ ー、枚方野鳥の会の調査に よれば越冬期ではハイ タカ、
ノス リ等26種、繁殖期には ツツ ドリ、 ホ トトギ ス等25種が確認報告 されてい る。筆者 もオオタ
カが空に舞 う姿、キ ジが突然飛び立つ姿、 カ ワセ ミの美 しい色、そ して多 くの小鳥の さえず り
に感動す ることが多 々であ る。
　哺乳類については、 自動撮影 カメラの調査に よって、 アカネ ズ ミ ・ノウサギ ・ニホン リス ・





























1]1　古代の穂谷住民の役割一 古代 への ロマンー
　穂谷集落の南1.5㎞には天王集落がある。そこから断層を境に急坂があ り、それを上 ると標
高298mの高が峰にある朱智神社に至る。神功皇后の祖父である加爾米雷王を主神 としている。
社伝に よれば仁徳天皇の代に社殿が立てられ、朱智天王 と号 した とある)。現在の地名、天王
はこれに由来する。天王集落を東へ下ると、普賢寺川に沿って水取集落、なお下がって公家谷、
多々羅と続 く。水取集落は歴史によると、水取連につながる。水取連は旧姓、造、で日本書紀
によると、天武天皇12年(683年)に連の姓を賜 った とある)。要するに、水取司が ここにお
かれ、灌概用水の管理を したのである。いつの時代も支配者は森をつ くり、水源を守 り、水を






















　筆者の ゼ ミナールに入 って くる学生(以 下ゼ ミ生 と称す る)は 、環境科学に興味を持 ってい
るが、里 山についてはほ とん ど何 も知 ってはいない。 また、 フ ィール ドワー クも体験 していな
い。彼 らを まず、里 山散策に連れ 出す ことか ら始 まる。
1　準備
　約40年前の地形図(図2))と 現在のそれ(図3))を 見せて、自分の位置について立体的
な確認や周辺の道路 ・建物 ・施設 ・地形等について40年の違いを認識させる。念押 ししたいの








　90分の授業時間を使 って里山に入る。まず、教室で30項目にわたる自覚症状(疲 労)調 査)
(図4)をしてお く。いよいよ出発。棚田の間(と はいっても、車が対面通行できる立派な舗






立ち昇る。そのような場所をブル ドーザーや トラックが気ぜわ しく動 く様子が遠見であるが、
その騒音 とともに伝わってくる。ゼ ミ生たちにしっか りそれを見せる。私は、「これは私たち
の生活の結果です、ひとつの現実です。」 と話 し、再び山に向かって歩いてい く。突然、急勾
配の細道になる。枯葉と春の落ち葉が細道を覆っている。なんと足にやさしいことか。谷筋に
入ってい くと細道に沿って、幾筋か水が流れている。さらに登ってい く。片側には放置されて
竹やぶにな りつつある棚田が続 く。もう、ブル ドーザーや トラヅクの音はまった く聞こえない。
かわ りに、鳥のさえず り、一陣の風による、竹林の鳴き声、ぬかるみに足をとられて叫ぶゼ ミ
生の声が聞こえる。細道はやがて水を流す谷にかわっている。もう、時間的にも、ゼ ミ生の汚
れ具合からも限界、ここでス トップ。ゼ ミ生に、無言 ・聴耳を立てることを要求する。あた り
を見回すゼ ミ生に花吹雪が舞 う。その場で、自覚症状調査を再び行 う。せせらぎの水を飲んだ









　里山行のあと、全員に 「里山で考えたこと」の レポー トを、希望 した4人 のゼ ミ生に 「自覚
症状のまとめ」を課題とし、さらに、「この里山になぜ酒水が湧出す るのか」についての考察
を求めた。別掲の図6が4人 のゼ ミ生のプレゼンテーションの一部である。




とな しに山行 した。私 には,彼 らの プ レゼ ンテ ーシ ョンと当 日や その後 の山行 の様子か ら、
「ヒ トは森林で、潅木 ・草木の緑葉か ら発散す る新鮮なみ ど りの香 りに思わずほ っと し、安 ら
ぎを覚え る。み ど りの香 りは、疲れた ヒ トの心を リフ レッシ ュし、 ス トレスを解消 させ るだけ
では な く、 ス トレスに よって起 こるい らい らの病状 を治癒 す る。」 とい うこ とが確か な ことの
よ うに思えた。
　図7(1)(2)(3)は 、その年度に よって まとめ方は異な るが、3年 度分について、山行
前 と山行後の 自覚症状の まとめであ る。いずれの調査において も精神疲労が改善 されてい るこ
とがわ か る。
4　酒水がつ くられる環境一ゼ ミ生との討論から一
　ここで酒水とい うのは、それに含まれる ミネラルの種類や量を問題にするのではな く、俗に
美 しい水 ・旨い水、そ して、酒を造るのにつかわれるほどの水を表現する定性的な言葉として
使っている。次のような内容が環境科学を履修 したゼ ミ生からあがって くる。
① 降水が十分である。
② 腐養土ができる森林で覆われた山がある(腐養土はバ クテ リアによってつ くられる)。
③ ②に付随することであるが、豊かな生態系がある。












　図8に あるように、南から北に大きなザ リガニのつめのように、尾根がせ り出してきて、そ
の二つの尾根の間に降水が収れんする谷がある。その谷には常時、水が流れてお り、その谷川
を登ってい くと、やがて谷水は見られな くなる。伏流になっているのだ。そこが二つの尾根で





　里山にはそこに住む人たちが代々、受け継いできた営みが残っている。細い、 しか し、 しっ
か りとした道がそのひとつである。切通 しの峠道もある。崩壊する崖を切ってつ くった道には
修復の歴史が残っている。それらの道には必ず露頭が見られる。岩盤をつ くるカコウ岩の上に
連続 してその風化によるマサ土があ り、その上に腐養土、そ してそこに草や木が茂る。西北西
から東南東の走向に破砕帯が推定 され る(図8)。図9は 穂谷公民館(穂 谷集落の中心の標高
150mのところにある)の位置の柱状図である。
③穂谷集落の井戸と水質について
　 4軒の井戸の水面の深さを(10月のひと月間のみではあるが)測 定 した。この調査の目的は、
井戸水とそれへの地下水みちの水量が降水の影響を直ちに受けるのかどうかを知ることにあっ
た。結果は以下のとお りである。
井 戸Ka(160m) 井 戸S(148m) 井戸Y(147m) 井 戸Ku(144m)
最浅水位a　(m) 4.33 2.45 3.21 3.53
最深水位b　(m) 5.35 2.91 3.85 3.92
平均水位　　(m) 4.8 2.6 3.7 3.6
a_b差 　 　 (cm) 102 46 64 39
井戸()は 標高を示す







酒水 0.05 0.5 0 0.02 0 6 2.8
井戸Ku 0.05 0.5 0 0.05 20 7 3.6
井戸Ka O.05 0.5 0 O.05 5 5 4.8









　かつて、枚方市と交野市の両方で48軒もの造 り酒屋があった。 しか し、現在はこの穂谷集落
の一軒のみになっている。江戸時代からの造 り酒屋である。造 り酒屋が残 り続けられる条件は
い くつかある。まず、酒水が残 り続けることである。つまり、まわ りがこのように開発された
(よしあ しは別として)に もかかわらず、すばらしい水をつ くる穂谷里山が残ったことが重要























ある。これを理解 し、いかに残 してい くべきか。また、里山住民と都市住民の実態をふまえて
両者のあるべき交流について考えることができる。
○里山と日本の文化
　 日本の童謡 ・唱歌100選とい うような書物を見 る。どこかで春が ・春がきた ・春の小川 ・め
だかの学校 ・おぼろ月夜 ・茶摘み ・夏は来ぬ ・かえるの合唱 ・案内子 ・赤とんぼ ・紅葉 ・里の
秋 ・どん ぐりころころ ・冬景色、など、里山を彷彿とさせる歌が多い。里山には日本の原風景
がある。大阪 ・奈良 ・京都の中心部から一時間程の距離にある穂谷にそれが残っているのであ




















　 日本での里山農業について、フィール ドワークを通 して体験学習 した学生は外国の里山とボ







　 穂谷里山には、そ こで働 く人たちの姿を含めて日本の原風景が残 っている。
　 穂谷里山には、絶滅危惧種をはじめ、多種多様な生物が見 られる。
　 穂谷里山では、複雑な入会権をもった住民の知恵が開発を許さなかった。現在、ボランテ
　 ィア団体の協力によって、あるべき里山を残そ うとする活動が続け られている。
　 酒をつ くる水は後背の山と森林で集め られ、腐養土でこされ、破砕帯に浸透 したものであ
　 り、その浸透水の水みちの上に、井戸が掘 り抜かれ、水が くみ上げ られている。
・里山には心身の リラクゼーション作用がある。
　 里山は、日本伝統文化(日 本学)・農業問題(ビ ジネス)・生物の多種多様性(環 境科学)
　 等、多くの教材 となる。
・里山のフィール ドワークは、留学生の日本理解を助け、 日本留学を豊かな ものにす ると思
　 われる。
　 里山はボランティア体験の絶好の場である。
　 古代、水源は、神が降臨する森と神社によって守 られ、それを管理する役割を担 う人たち












































































































































































































































＼　 　 　 　 　 　 人工の
























































































　 　 　 　 ロー












































眠気とだるさ 〈登る前 〉 〈登った後 〉
全くない　少しある　　ある　 非常にある　　全くない　少しある　　ある 非常にある
頭が重い 12 8 2 0 18 3 1 0
全身がだるい 7 10 5 0 5 9 6 2
足がだるい 8 9 5 0 2 4 10 6
あくびが出る 3 1 14 4 15 4 3 0
頭がぼんやりする 5 10 5 2 12 7 2 0
眠い 1 2 13 5 9 10 2 1
目が疲れる 4 7 10 3 14 7 1 0
動作がぎこちない 15 3 3 1 14 6 2 0
足元がたよりない 15 5 2 0 5 10 7 0
横になりたい 7 10 2 4 7 2 3 10


























全くない　少しある　　ある　 非常にあるひ　　　　　ノ 　　　　ノ　　 　 　　　　　　　　　7
考えがまとまらない 5 11 4 2 13 6　　　　　3 0
話をするのが嫌になる 15 5 2 0 14 8　　　　　0 0
いらいらする 12 8 2 0 21 1　　　　 0 0
気が散る 8 6 7 1 16 4　　　　 2 0
仕事に熱心になれない 6 12 1 3 15 6　　　　　0 1
ちょっとしたことが思い出せない 6 11 4 1 14 5　　　　 3 0
することに間違いが多くなる 9 胴 1 1 15 5　　　　　1 0
物事が気になる 5 10 4 4 13 9　　　　　0 0
きちんとしていられない 11 7 4 0 14 4　　　　　4 0






















身体の違和感 〈登 る前〉 〈登った後〉
全くない　少しある　　ある　非常にある　　全くない　少しある　　ある 非常にある
頭が痛い 13 7 3 0 16 5 2 0
肩がこる 6 2 8 5 7 7 5 3
腰が痛い 11 7 5 0 9 6 6 1
息苦しい 18 2 2 0 9 7 4 3
ロが渇く 8 れ 2 0 5 6 4 6
声がかすれる 16 4 2 0 16 3 2 0
めまいがする 16 4 1 0 16 5 2 0
まぶたや筋肉がピクピクする 15 4 2 1 13 6 2 0
手足が震える 20 1 1 0 17 3 0 1

























全身がだるい 2.09 1.68 0,014
足がだるい 1.91 2.00 0,621
あくびが出る 2.80 1.29 0,000
頭がぼんや りする 1.94 1.29 O,000
眠い 2.86 1.52 0,000
目が疲れる 2.17 1.29 0,000
動作がぎこちない 1.21 1.23 O,861
足元が頼 りない 1.31 1.52 0,094
横になりたい 2.51 1.97 O,043













話をするのが嫌になる 1.40 1.29 O,540
いらいらする 1.91 1.13 O,000
気が散る 2.06 1.39 0,001
仕事に熱心になれない 1.77 1.39 O,012
ちょっとしたことが思い出せない 1.74 1.45 0,169
することに間違いが多くなる 1.69 1.35 O,035
物事が気になる 2.14 1.61 0,009
きちんとしていられない 1.37 1.35 0,740
根気がなくなる 1.86 1.45 O,007






肩がこる 2.03 1.52 O,057
腰が痛い 1.71 1.32 0,144
息苦 しい 1.11 1.10 0,819
ロが渇 く 1.69 2.00 O,138
声がかすれる 1.14 1.10 0,503
めまいがする 1.34 1.10 O,050
まぶたや筋肉が ピクピクする 1.34 1.16 0,201
手足がふるえる 1.11 1.03 0,359




眠気 ・だるさ 5.60 2.52 0,000
注意と集中の困難 4.17 2.14 O,001
身体の違和感 2.17 1.25 0,056
精神疲労 6.34 3.39 0,001
肉体疲労 5.60 2.52 O,000
自覚症状 疲労度
全 くない 1 0.0
























・　 ●　 ・　 0





















風 ナ　　十 ・■　 ●
化 o　 o●　　　　　　　　　　　● 粗 ・中砂混入















富 十 十石 十 　　→一　 +
図9　穂谷公民館敷地土質柱状概念図
図8　穂谷里山の水源のある谷の水系図
(あさの ・あさはる　 国際言語学部教授)
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